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は,4.0-5.Onm であることが明らかにされている2)｡ また,広角X線回折図より, ScHERRER 式を用いて
求められたセルロース結晶幅は,1.8-2.8nm と報告されている3)｡ さらに,ポプラの引張あて材のゼラチ
ン層では, ミクロフィブリルの形状は,ほぼ正方形で,一辺が約 4nm であることが知られている･l)｡これ




ル横断面の相隣る辺が,(lot)および (lol)面に一致していること,すなわち FREY-W YssLING や PRESTON
によって捉案されているモデルのように, セルロース結晶格子が, ミクロフィブリル内で配置しているこ
とが明らかにされている｡バロニアミクロフィブリルから類推すると,木材 ミクロフィブリルにおいても,

































M EYER-M ISCH によるセルロースⅠの単位胞モデルで,a軸とC軸の長さを,それぞれ 0.835nm.0.790
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表 2 セルtコ一一スおよび木材の重畳割合,真比重, 吸湿比
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Inn.a軸とC軸のなす 角を 84Oとすると,余弦定理を用いて,(101)および (lo‡)面間隔は,それぞれ
0.604および 0.544nm 両面のなす角は 870(または 930)と計算される｡図 1に示す平行四辺形断面の ミク
ロフIブリルの結晶領域を仮定 し,i)と t2をそれぞれ (lo主)および (101)両方向の結晶幅とする011と




したものの平均値である8)｡ 結晶の真比重は,M EYER-M lscl モデルの単位胞より計算されたものであ り,
比容を tD,･とすると,0.628となる.非結晶セ ルロースの真比重は,KAST がX線法によって求めた比容 ～〔Ja
=0.6809) の逆数 より求めた ものである｡天然セルp-スの真比重 としては, ラミ-とコットンが F均値を
採用する.比容を や71とすると,0.645となる｡ 天然セルp-スの吸湿比は定義により1･00であ り,非結晶
セルロースのそれ/は,3.1となる*1'｡ リグニンの真比重は,佐伯が実測 したものであ り12), また,- ミセル
一つ-スのそれは,非 結晶七′レ.コースのそれに等 しいと仮定 している｡
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図3 -ヒノし ロースの各結晶化度に おける木材の
20℃ における吸湿等混線,実線 :計算値,
丸印 :実測値
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ことが推測されているので 3), ミクロフィブリルが均一に面配向しているとして求めた ミクロフィブリ′し結
晶間の間隔は,平均値を与えるものと考えてよいであろう｡
sAKA らほ,Pi,u∫taedaの仮道管の各壁層におけるリグニソ分布を14), 高部らは,Cr).plo"leriajapotlica




セ ノレ ロ ー ス
Ⅰ+P 0.27 』 0.24 0.49














本研究は,文部省科学研究費総合研究A (代表者 :京都大学農学部 原田 浩,課題番号59360017)｢木
材の結晶 ･非結晶構造モデルの構築｣により行ったものである｡
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